
沈砂池
下水の中にある
大きなごみや土
砂などを取り除
きます。

最初沈殿池
水に溶けない汚
れを、時間をか
けて沈めて取り
除きます。

反応槽
微生物に空気を
与えて元気に
し、汚れを食べ
てもらいます。

最終沈殿池
汚れを食べて大
きくなった微生
物が沈み、水がき
れいになります。

滅菌池
きれいになった
処理水をさらに
消毒し、川へ放
流します。

浄化センター
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浄
化
�
�
�
�
�
�

微
生
物
�
活
躍
�
�
�
�
�

まち
づくり
政策

�
�
�
�
�
水
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

皆
さ
ん
が
普

段
使
用
し
た
水

道
水
は
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
に
し
て
河
川

に
放
流
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存

じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
は
ど
の
様
に
し
て
、
き
れ

い
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

上
の
図
が
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の

処
理
の
工
程
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
流
れ
て
く

る
下
水
の
汚
れ
は
大
き
く
分
け

て
、
砂
粒
の
よ
う
に
水
に
溶
け
な

い
汚
れ
と
、
水
に
溶
け
込
ん
で
い

る
汚
れ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
水
に

溶
け
な
い
汚
れ
に
つ
い
て
は
、
水

の
中
に
沈
め
て
取
り
除
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
水
の
中
に
溶
け
込

ん
で
し
ま
っ
た
汚
れ
は
ど
の
様
に

取
り
除
く
の
で
し
ょ
う
？

　

こ
こ
で
、
今
回
の
主
役
で
あ
る

微
生
物
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

 

自
浄
作
用
�
利
用

�
�
下
水
�
浄
化

　

み
な
さ
ん

は
、
自
浄
作

用
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

辞
書
で
は
「
川
・
海
・
大
気
な

ど
に
入
っ
た
汚
濁
物
質
が
、
沈
殿
・

吸
着
や
微
生
物
に
よ
る
分
解
な
ど

詳細　水道部総務課☎ 385-1213

の
自
然
的
方
法
で
浄
化
さ
れ
る
こ

と
。
特
に
河
川
で
の
微
生
物
に
よ

る
分
解
を
さ
す
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

海
や
河
川
は
、
人
が
少
な
く
汚

れ
の
量
も
少
な
か
っ
た
こ
ろ
は
、

自
浄
作
用
で
十
分
き
れ
い
な
状
態

を
保
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
都
市

部
に
人
口
が
集
中
し
た
り
、
排
出

さ
れ
る
汚
れ
の
量
が
多
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
自
然
界
の
浄
化
作

用
だ
け
で
は
浄
化
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
の
自
浄
作
用
を
人
工
的
に
利
用

し
て
下
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
、

施
設
内
に
汚
れ
を
分
解
す
る
た
め

の
微
生
物
を
「
大
量
に
飼
っ
て
」

い
ま
す
。

　

微
生
物
に
よ
る
浄
化
の
流
れ
は

左
図
の
通
り
で
す
が
、　

主
に
下

水
の
処
理
で
活
躍
す
る
微
生
物
に

は
、
１
０
０
０
分
の
１
㍉
程
度
の

細
菌
類
か
ら
１
０
０
分
の
１
㍉
〜

１
㍉
程
度
の
原
生
動
物
（
単
細
胞

生
物
）、後
生
動
物
（
多
細
胞
生
物
）

な
ど
に
分
け
ら
れ
る
様
々
な
種
類

が
お
り
、
下
水
中
の
汚
れ
を
取
り

こ
ん
で
分
解
し
た
り
、
自
分
よ
り

小
さ
い
微
生
物
を
食
べ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
微

生
物
た
ち
が
活
動
し
や
す
く
な
る

浄
化
�
�
�
�
�
微
生
物
�
油
�
嫌
�
�
�

�

浄
化
�
�
�
�
�
�
�
微
生
物
�
油
�
処
理
�
苦
手
�
�
�

�

台
所
�
使
用
�
�
�
�
�
油
�
�
�
新
聞
紙
�
�
�
吸
�
取
�

�
�
�
�
�
�
処
分
�
�
�
�
�
�
�
排
水
口
�
流
�
�
�
�
�

�
�
願
�
�
�
�
�
�
�
�
微
生
物
�
死
滅
�
�
�
恐
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
揮
発
油
類
�
農
薬
�
�
�
有
害
物

質
�
下
水
道
�
�
絶
対
�
流
�
�
�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

家庭や工場から出た下水は、このような工程できれいな水に処理されます。
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第 57回水道週間　６月１日㈪～７日㈰　　
スローガン「カラカラで　蛇口に飛び込む　僕の口」 　水道週間は、水道について国民の理解と関心を高め、公衆衛生の向上と生活環

境の改善、水道事業のさらなる発展を目的に毎年実施されているものです。

　

平
成
27
年
度
か
ら
８
年
計
画

で
、
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替
え
時

に
、
地
上
式
（
電
子
式
）
メ
ー
タ

を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
水
道
メ
ー
タ
表
示
プ

レ
ー
ト
に
平
成
19
年
６
月
〜
20
年

５
月
と
記
載
さ
れ
た
メ
ー
タ
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

地
上
式
メ
ー
タ
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、
表
示
器
を
見
る
だ
け
で
、

水
の
使
用
状
況
や
漏
水
を
早
く
発

見
で
き
る
「
見
え
る
化
」
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
検
針
業
務
の
効
率
化
が

図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
２
か

月
検
針
の
冬
期
間
実
施
に
は
地
上

式
メ
ー
タ
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

表
示
器
の
取
付
位
置
は
、
冬
期

間
の
積
雪
で
も
表
示
器
が
隠
れ
な

い
所
で
、
メ
ー
タ
本
体
と
近
い
所

が
基
本
で
す
。

�

水
道
�
�
�
�
検
針
�
�
�
�

�
�
�
�
月
�
�
�
�
�
�
�
10

月
�
�
近
郊
�
札
幌
市
�
小
樽
市
�

岩
見
沢
市
�
�
�
同
様
�
�
�
月

�
�
�
検
針
�
変
更
�
�
予
定
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
従
来
�
比
�
�
�

料
金
精
算
�
金
額
�
差
�
少
�
�

�
�
�
�
�
漏
水
�
早
期
発
見
�

�
�
�
�
�
思
�
�
高
額
�
水
道

料
金
�
�
�
負
担
�
防
�
�
�
�

期
待
�
�
�
�
�

�

水
道
料
金
�
�
�
支
払
�
�
�

水
道
�
�
�
検
針
�

漏
水
や
過
大
流
量
な
ど
の
異
常
も
自
動
的
に
検
知

　

表
示
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
メ
ー
タ
取
り
替
え
後
に
表
示

器
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
取
り
替
え
に
か
か
る
費

用
は
無
料
で
す
。

 

詳
細　

水
道
整
備
課
給
排
水
・
維

持
管
理
担
当
☎
385-

４
９
８
９

の
証
明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
上
式
メ
ー
タ
に
は
使

用
水
量
の
ほ
か
、
漏
水
の
可
能
性
、

過
大
流
量
や
メ
ー
タ
の
電
池
電
圧

低
下
な
ど
、
メ
ー
タ
内
外
部
の
異

常
を
自
動
的
に
検
知
し
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
点
滅
あ
る
い
は
点
灯

に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
表
示
す

る
機
能
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  
取
り
替
え
は
江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

�

水
道
部
発
行
�

�

証
明
書
�
持
参

　

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

水
道
部
が
委
託
し
た
江
別
管
工
事

業
協
同
組
合
が
伺
い
、
打
ち
合
わ

せ
を
し
た
あ
と
に
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

打
ち
合
わ
せ
や
取
り
替
え
を

行
う
者
は
、
写
真
付
き
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
着
用
し
、
水
道
部
発
行

水
道
�
�
�
�
地
上
化
�
始
�
�
�
�

地上式メータ表示器と
表示プレート

微生物が水をきれいにする様子

反
応
槽

最
終
沈
殿
池

反
応
槽

最
終
沈
殿
池

微
生
物
が
汚
れ
を
食
べ
て
増
殖

し
ま
す
。

②

④空
気
を
止
め
る
と
微
生
物
は
沈

み
始
め
ま
す
。

上
澄
み
の
水
は
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。

⑤

①汚
れ
た
水
に
微
生
物
を
混
ぜ
、

空
気
を
吹
き
込
み
ま
す
。

微
生
物
が
増
え
る
と
く
っ
つ
い

て
固
ま
り
に
な
り
ま
す
。

③

持
管
理
担
当
☎
385-

４
９
８
９

２か月ごとに

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
毎
月
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
地
上
式
�
�
�
�
設
置

�
�
�
�
�
�
�
家
庭
�
�
�
冬

期
間
�
積
雪
�
�
�
検
針
�
�
�

�
�
�
�

 

詳
細�

水
道
部
総
務
課
料
金
収

納
担
当
☎
385-

�
�
�
�

←地下式メータ
の表示プレート

平成 19 年 6
月にメータを
設置した表示
プレート

地上式メータ本体（地下に設置）

よ
う
に
、微
生
物
の
量
や
、

呼
吸
に
使
わ
れ
る
酸
素
の

量
な
ど
を
管
理
し
、
毎
日

発
生
す
る
汚
れ
を
数
時
間

で
効
率
よ
く
浄
化
し
て
い

ま
す
。

 

詳
細　

浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
383-

５
１
７
４
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水道料金のお支払いは

便利な口座振替で

　

水
道
水
の
赤
水
や
に
ご
り
水

の
発
生
源
で
あ
る
「
水
道
管
の

水
あ
か
」
を
取
り
除
く
た
め
、

水
道
管
内
に
大
量
の
水
道
水
を

一
気
に
流
し
、
管
内
部
の
付
着

物
を
取
り
除
く
の
が
洗
管
作
業

で
す
。

　

こ
の
洗
管
作
業
は
、
市
内
を

８
つ
の
区
域
に
分
け
て
８
年
周

期
で
実
施
し
、
今
年
度
の
対
象

地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
地
区

　

篠
津
、
美
原
、
八
幡
、
中
島
、

角
山
、
元
野
幌
の
一
部
、
大
麻

の
一
部
、
東
野
幌
の
一
部
、
西

野
幌
の
一
部
。

●
作
業
期
間
と
時
間

 

６
月
中
旬
〜
７
月
下
旬
の
23
時

〜
翌
朝
５
時
30
分
。

　

な
お
、
詳
細
は
各
家
庭
に
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、
当

日
は
広
報
車
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
中
は
一
時
的
に

断
水
・
水
圧
低
下
・
に
ご
り
水

な
ど
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
地
区
の
方
は
、

作
業
当
日
に
あ
ら
か
じ
め
必
要

な
飲
み
水
な
ど
を
く
み
置
き
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 

詳
細　

水
道
整
備
課
給
排
水
・

維
持
管
理
担
当
☎
383-

２
４
３
９

今
年
�
東
西
野
幌
�

角
山
�

元
野
幌
�

江
北
地
区

放水洗管の状況

No.96 水道・下水道特集
Mizu-Kagami

　

上
下
水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
提
言
を
い
た
だ
く
「
上
下
水
道

事
業
運
営
検
討
委
員
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
／
上
下
水
道
事
業
に

関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
市
内
在

住
の
方
で
、
年
２
〜
３
回
の
会
議

（
平
日
の
昼
間
）
に
出
席
で
き
る

方
。

●
募
集
人
員
／
２
名

●
報
酬
／
１
回
の
出
席
に
つ
き

５
８
０
０
円
（
予
定
）

●
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
と
応
募

動
機
を
６
月
19
日
㈮
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
持
参
（
当
日
消
印
有
効
）。

①
応
募
用
紙
＝
水
道
部
総
務
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
郵
送
し

ま
す
。

②
応
募
動
機
＝
任
意
の
様
式
で
800

字
以
内
と
し
ま
す
。

●
選
考
方
法
／
市
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
以
外
の
方
を
優
先
し
、
応

募
書
類
の
審
査
と
と
も
に
委
員
全

体
の
構
成
な
ど
を
考
え
て
選
考
し

や
、
研
修
な
ど
に
よ
る
人
材
育
成

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
内
水
道
事
業
体
同
士
の
こ
の

よ
う
な
連
携
協
定
は
初
め
て
の
取

り
組
み
で
、
札
幌
市
水
道
局
で
は
、

同
時
に
小
樽
市
と
北
広
島
市
と
も

同
様
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

 
詳
細　

水
道
整
備
課
☎
385
‐
１
２

１
６

災
害
時
の
水
の
相
互
融
通
な
ど

札
幌
市
水
道
局
�
連
携
協
定

平
成
27
年
度
�
洗
管
作
業

上下水道事
業運営検討
委員会の

　

き
れ
い
な
水
道
水
を
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、
計
画

的
に
水
道
管
の
大
掃
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

３
月
17
日
に
、
札
幌
市
水
道
局

と
水
道
事
業
の
連
携
強
化
を
目
的

と
し
た
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
の
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
に
よ
り
、
隣
接
都
市
と
い
う
地

理
的
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
災
害

時
に
水
を
相
互
に
融
通
す
る
連

絡
管
の
整
備
と
い
っ
た
災
害
対
策

委員を

公募

まち
づくり
政策

ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

  

応
募
先
・
詳
細　

水
道
部
総
務
課

〒0
6
7
-0
0
7
1

萩
ヶ
岡
１-

４ 

☎
385
‐
１
２
１
３

洗管作業の様子

となります。
・振替日／毎月 25 日。（振替ができなけれ
ば翌月の 10 日。金融機関などが休業日の
場合は、翌営業日となります。）
・取扱金融機関／市内に支店のある銀行、
信用金庫、農協、信用組合。または全国
のゆうちょ銀行。

 詳細　営業センター☎ 385-1215

　預貯金口座から自動で料金が引き落と
されるので、お支払いの手間がはぶけて
大変便利です。
・手続き／預貯金口座のある金融機関など
の窓口や、水道部営業センター窓口に、「お
客様番号」のわかる書類 (「水道料金等精
算のお知らせ」など ) と、預貯金通帳、通
帳の印鑑をご持参ください。※ゆうちょ
銀行のみ、ゆうちょ銀行窓口での手続き
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６/23㈫～ 29㈪  は男女共同参画週間です。

「地域力×女性力＝
       無限大の未来」

( 平成 27 年度男女共同参画週間キャッチフレーズ）

　

市
で
は
、
将
来
市
内
で
活
躍
す

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
役
所
の
業
務
に
実
際
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
「
市
内
大
学
等

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」
の
実

　このガイダンスでは、平成 27 年度第２回江別市

職員採用試験の概要説明のほか、市の概要や具体的

な仕事内容なども紹介する予定です。

　また、消防職希望者向けの「消防ガイダンス」も

同時開催します。事前の申し込みは必要ありません

ので、都合に合わせて当日会場へお越しください。

服装は自由です。

　なお、ガイダンス会場で試験案内を配布します。

●開催日時　７月３日（金）

第一部　15:00 ～ 16:30 ／相談ブース　16:30 ～

17:00 ／消防ガイダンス　17:00 ～ 18:00 ／第二

部　18:00 ～ 19:30

●会場　江別市民文化ホール（えぽあホール・大麻

　中町 26-7☎ 387-3315)

 詳細　職員課☎ 381-1007

　　　 E メール＝ shokuin@city.ebetsu.lg.jp

　ＤＶ相談窓口
江別市健康福祉部子育て支援課家庭相談担当 381-1236

北海道配偶者暴力相談支援センター

　
　
　
　

①石狩振興局保健環境部環境生活課 232-4760

②北海道立女性相談援助センター 666-9955
③北海道環境生活部くらし安全局道
民生活課

221-6780

男性のＤＶ被害相談は、上記①・③のほか、661-3210 で
も可。

北海道警察本部相談センター
（プッシュ回線の電話、公衆電話、携帯電話、
PHS は＃ 9110）

241-9110

江別警察署 382-0110

民間シェルター（女のスペース・おん） 219-7011

性暴力被害支援センター北海道ＳＡＣＲＡ
ＣＨ（さくらこ）
運営／NPO法人ゆいねっと北海道

050-3786-0799

　セクハラ相談窓口

北海道労働局雇用均等室
709-2311

( 内線 3571・3572・
3573）

　ＤＶ・セクハラ相談窓口
法テラス札幌 ( 日本司法支援センター札幌
地方事務所）

050-3383-5555

女性の人権ホットライン（札幌法務局） 0570-070-810

　パートナーや交際相手からの暴力、職場での

セクハラなどは一人で悩まず、下記の窓口にご

相談ください。

ＤＶとセクハラの相談窓口

　この週間は、男女共同参

画社会基本法の公布・施行

日である平成 11 年６月 23

日を記念して設けられまし

た。

　期間中、情報図書館に男

女共同参画に関する図書

コーナーを設置しますので、ぜひお立ち寄りくださ

い。

 詳細　政策推進課　☎ 381-1033

   

市
内
大
学
生
な
ど
の

�
�
�
�
�
�
�
�

実
習
生
�
募
集

習
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
市
内
の
大
学
（
短
期

大
学
、
大
学
院
を
含
む
）
に
在
学

し
て
い
る
学
生
（
学
年
の
指
定
あ

り
）
で
、
受
入
人
員
は
10
人
程
度

で
す
。

　

実
習
期
間
は
８
月
か
ら
10
月
ま

で
の
間
で
、
実
働
30
日
間
で
す
。

　

応
募
希
望
の
方
は
、
６
月
19
日

㈮
ま
で
に
大
学
の
担
当
窓
口
を
通

じ
て
所
定
の
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

 

申
込
先
・
詳
細　

職
員
課
☎
381-

１
０
０
７

　

市
で
は
、
将
来
市
内
で
活
躍
す

第２回

職員採用ガイダンス

昨年の職員採用ガイダンス
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